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根付 高円宮コレクション オープン 
 

 

 

世界的な現代根付のコレクションを 

11 月１日（火）より本館（日本ギャラリー）で公開 
 

東京国立博物館では、本館２階貴賓室内に、高円宮殿下が妃殿下とともに蒐集された根付コレクション

の展示室を新設いたしました。２０１１年１１月１日より公開いたしますので、下記のとおり、ご案内申し上

げます。 

 

日本が世界に誇る工芸品、根付 

てのひらサイズに凝らされたデザインと技巧 

根付は江戸時代、印籠などを帯から提げる際に、紐の端

につけた留め具です。日常の道具から当時の人のおしゃれ

心やユーモア、匠の技によって小さな芸術品となっていきま

した。海外でも、幕末、明治期に大量に流出したことを機に

認知、評価されるようになり、イギリスのヴィクトリア＆アル

バート美術館やアメリカのロサンゼルス・カウンティー美術

館などで、日本を代表する工芸品として展示されているほ

どです。 

本来の役目が少なくなった今でも国内外に根強いファン

を持っており、その要望に応えた作家たちは、現代まで精

魂こめて根付を制作、発表し続けています。 

 

世界的にも有名な高円宮コレクションの現代根付 
高円宮殿下は生前、海外コレクターに人気の高い現代根

付を日本国内でも正当に評価し、優れたコレクションとして

残すために、妃殿下とともに蒐集に積極的にとりくまれまし

た。殿下の審美眼により集められ、大切にされてきた根付

の数々は、これまでも国内外の展覧会に出展、公開されて

います。 

この度、国立博物館などに充実した展示があるべきとい

う殿下のご遺志に基づき、妃殿下のご協力を賜り、現代根

付をご寄贈いただくことになりました。これらの作品を常設

展示するのが、高円宮コレクション室です。 

同室では、現代根付の主だった作家や素材を網羅する

殿下のコレクションから常時約５０点を展示、一つ一つに斬

新な創意と工夫が凝らされた、根付の魅力をお楽しみいた

だけます。 

プレスリリース 

2011 年 10 月吉日 

東京国立博物館広報室 

 
馬 グレッグ・ストラディオット 

1993 年 セイウチ牙化石 7.3ｃｍ 

名古屋山三郎 

絵巻（部分） 

伝宮川春水筆  

江戸時代・18 世紀 
 

オーロラⅡ 福山恒山 

1998 年 マンモス牙、海松 

5.2ｃｍ 

 

 
コロンブスの卵 

高木喜峰 1995 年 

琥珀、24 金 3.8ｃｍ 
 お願い 駒田柳之 

1989 年 象牙 7.8ｃｍ 

根付と提物 

(印籠、巾着など) 



 

 

▼展示概要 
場所：東京国立博物館 本館２階 高円宮コレクション室 

展示内容： 常時 約５０点 
※作品保護のため 3 カ月ごとに展示替え予定 

休館日：月曜日（祝日・休日の場合は開館、翌火曜日休館） 

      年末年始 
 

≪特徴≫ 

・繊細な細工をご覧いただける透過度の高いケース 

・全体の姿をご覧いただくための鏡を利用した展示 

・素材の質感や細かい彫、表情が感じられる照明 

 

▼展示作品の概要 
制作年代：１９３７年頃～２００２年 

主な作家：高木喜峰、スーザン・レイト、マイケル・バーチ、 

東声方、針谷絹代、福山恒山、小林仙歩、中川忠峰など 

主な素材：象牙、マンモスの牙、マホガニー、黄楊など 

 

高円宮憲仁親王殿下の根付に関する主なご事績 
年 月 ご 事 績 

1991 年 9月 サンフランシスコで国際根付研究会世界大会にご臨席。 

1993 年 9月 大英博物館「現代根付彫刻展」実行委員会の名誉総裁にご就任。 

1994 年 3月 大英博物館「現代根付彫刻展」オープニングレセプションなどにご臨席。 

同展に高円宮コレクションから 108 点をご出品。 

1995 年 2月 

 

日加協会主催によりカナダ大使館にて「根付の会」開催。 

同展に高円宮コレクションから 120 点をご出品。 

1995 年 3月 『根付 たくみとしゃれ』（荒川浩和著 淡交社）にご寄稿。 

1995 年 10 月 たばこと塩の博物館「根付 手のひらの中の芸術」特別展図録にご寄稿。 

1997 年 5月 日本象牙彫刻会第 20 回「日本の象牙彫刻展」組織委員会名誉総裁にご就任。 

以後、毎年ご就任。同展に高円宮賞が創設される。 

1997 年 12 月 ベルリンで東アジア美術館「高円宮コレクション展」をご観覧。 

1998 年 4月 富山佐藤美術館「根付彫刻 江戸のしゃれ」特別展図録にご寄稿。 

1998 年 10 月 三島大社宝物館「現代根付新作展」図録にご寄稿。 

同展に高円宮コレクションから 74 点をご出品。 

1999 年 4月 須坂クラシック美術館「根付 小さな宇宙展」目録にご寄稿。 

同展に高円宮コレクションから 132 点をご出品。 

2000 年 11 月 たばこ総合研究センター『TASC monthly 300 号記念特別号』に「根付」をご寄稿。 

2001 年 8月 千葉市美術館「キンゼイコレクション 現代根付」展図録にご寄稿。 

同展に高円宮コレクションから 55 点を賛助出品。 

2002 年 1月 日本アジア協会年次総会において、根付について英語でご講演。 

2002 年 8月 松本市美術館「現代根付展 高円宮憲仁親王殿下コレクション」オープニングにご臨席。 

 

取材のご依頼、画像のお貸出しなど、お気軽にご連絡ください。 

 

東京国立博物館 広報室  担当：林 

〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9  
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展示室イメージ 


